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はじめに 

兵庫県南部に位置する津門川(つと)川では、2018

年 12月に六甲トンネル内での修繕工事に起因する

モルタル材を大量に含む強いアルカリ性の汚濁水が

流入して、魚類など水生動物の大量死が発生した。

これまでに、市民、行政、研究者らによる幾つかの

自然再生の試みがなされてきた。2020年 3月に

は、市民の要望に応えて河川管理者である兵庫県に

よって、魚道の部分的な改修工事が行われた。市民

レベルでは自然再生の指標として、魚類を中心とす

る水生生物の目視観察を続けてきた。2019年の

「共生のひろば」でも発表を行ったので、参考文献

を参照いただきたい。2020年には魚類学の専門家

と西宮市役所の協力を得て、魚類の詳細な生息調査

をおこない、自然の再生や改修された魚道について

考察した。	

	

  
津門川の魚道の改修 

 兵庫県は魚道の改良や水生

植物育成地の補修などの津門

川の自然環境に配慮した工事

を行うことを2019年秋の兵

庫県議会で表明された。階段

式魚道の最下段部と水面との

落差を少なくして魚類等が階

段式魚道を遡上しやすくする

ために、袋詰め玉石4個を設

置する工事がなされた。その

結果、水面を10㎝程上昇さ

せることができ、蛇行する複

雑な水流を生むことで、遊泳

力が弱い魚類の遡上にも効果

が期待される。	 	
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魚類調査の方法 
１．調査地点	
津門川の流路上の阪急電鉄門戸厄神

駅周辺から阪急神戸線までの4地点を
調査地点とした。調査地点の概要は以
下の通りである。	
	 ST3:河口からの距離は約4.3㎞。	
六甲トンネルからの湧水が武庫川から
の導水と合流する水路で、津門川の起
点部から北東に約300ｍ。川幅が狭く
水深も浅い。	
	 T1:河口からの距離は約3.7km。底質
は砂礫であり、オオカナダモやエビモ
の沈水植物が散在している。半円形の
植物育成地が両岸に一定間隔で設けら
れている。	
	 T2:河口からの距離は約3.2㎞。T1
と環境条件は類似している。	
	 T3:河口からの距離は約3.0㎞。	
階段式魚道が設置されている。	
２．調査方法	
	 調査は2020年 7月2日と10月7日に実施した。各調査地点で目視による探索を行い、その後、投
網とサデ網による採取を5名で、約30分間行った。採取された魚類等は現場で種の同定と計測を行
い、放流した。一部の個体は近畿大学農学部環境管理学科の水圏生態学研究室に持ち帰り、写真撮影
後に標本として登録した。	
	 また、アユなど、一部の個体は西宮市役所のミニミニ水族館の水槽に移して、展示用に利用した。	
	

調査結果 
	 確認された魚類	
	 2020年の２回の調査で、目視で確認されたフナ属の１種とナマズ、採取された魚類11種の写真は
以下に示す通りである。詳細は、田井魁人らの報文（参考文献を参照）に記載。	
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考察 
1．魚類について	
	 2018年 12月の六甲トンネル内での工事に由来する水質汚染が原因で、津門川上流部の水生動物は
壊滅的な被害を受けた。武庫川流域圏ネットワークでは、地域住民の方とともに、津門川に少しだけ
人の手を加えて、自然の再生を目指して活動してきた。自然の再生を評価するためには、単なる目視
観察による生物調査だけでなく、専門家と西宮市ミニミニ水族館を加えた科学的な魚類調査の必要性
を強く感じて、2020年に2回の調査を行った。	
	 この2回の調査で生息が確認された魚種は13種であり、2003年の調査で確認された19種に比べる
と少なくなっているが、2003年の調査では汽水域まで調査範囲が広域なので、単純な比較は出来な
い。今回の調査で特徴的なことは、コイ、フナ、ドジョウ、カマツカ、カワムツなどの川の上流部で
普通に見られる準淡水魚が少ないことである。これは、2020年の事故によって純淡水魚が減少してい
る可能性が大きいことを示す。津門川の上流域では、魚類が多く生息する水路や河川と繫がっていな
い、いわゆる水系ネットワークが希薄なことを物語っている。	
	 その反面、川と海を往復する生活史を有する通し回遊魚のハゼ科魚類(スミウキゴリ、ゴクラクハ
ゼ、ヌマチチブなど)が多く確認されたことは、海とのつながりがあることを示している。	
	 アユは春先に海から川に遡上して、秋には下流に戻り、産卵して一生を終えるので、2018年 12月
の水質汚染の影響を受けていない。津門川流域の市民にとって、最も人気がある魚はアユであり、
2019年も2020年もかなりの個体数が群れをなして泳ぐ姿が確認出来たことは嬉しいことである。	
２．魚道の評価と改善について	
	 今回の調査結果を参
考として、現在の魚道
を評価すると、右のよ
うに示される。	
	 現在の階段式魚道は	
ある程度の機能を果た
しているが、平時の水
位でも、より多種多様
な生物がこの魚道を利
用できるためには、魚
道の最下段の片隅をス
ロープ状に出来ないだ
ろうか？	
	 津門川は大雨時には
急激に水位が上昇する
危険な河川なので、治
水と自然環境保全の両
面から対策を考える必
要があるだろう。	
	
	 津門川に魚類が戻ってきても、それを再生産できることが必要である。直線的な津門川では急流と
なることから、魚類の流出を防ぐためにも、魚類の産卵の場を供給するためにも既存の老朽化した水
生植物育成地の補修も必要である。	
	 津門川が安全・安心で、自然環境が豊かな河川となるためには、市民・行政・研究者が「三位一
体」となって取り組むことが望まれる。	
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種々の水質分析がされていますが、2021年2月28日時点でも原因不明です！	
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